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日本平滑筋学会出版物の歴史

• 日本平滑筋学会雑誌
Vol. 1(1965) - Vol. 26(1990)
和文・英文混成

• Journal of Smooth Muscle Research
Vol. 27(1991) - Vol. 32(1996)：和文・英文混成
Vol. 33(1997 ) - Vol. 52(2016)：英文
Vol. 49(2013)からハードコピー廃止

• Journal of Smooth Muscle Research
Japanese Section

Vol. 1(1997) - Vol. 9(2005)

• 日本平滑筋学会雑誌
Vol. 10(2006) - Vol. 16(2012)
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ハードコピー廃止時の検討課題

• 全文XML化
従来から全論文について、J-STAGEにて掲載直後か
らpdfを無償で提供していた

論文掲載料は無料

全文XML化に関しては賛同が得られず、実施は延期

• オープンアクセス化
完全なオープンアクセス化には、コンテンツ再利用を
認める必要がある

Creative Commons Attribution Licenseの利用を
決める
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CC BY-NC-NDについて

• 表示-非営利-デリバティブ禁止

BY: Attribution, 表示

NC: Non-Commercial, 非営利

ND: No Derivatives, デリバティブ禁止

• SA: Share-Alike, 継承

NDとは排他的

学術論文の場合、継承の条件を付けると再掲
先の雑誌が限定されてしまう
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論文の掲載例
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CCライセンス

• 学術論文では、出典を明示してreference 
listに載せれば、他の論文の情報を自由に
引用できることは常識

• 図や写真などについては芸術作品と同様、
CCライセンスに従って扱う

• 機関リポジトリなどに論文全体を転載す
る場合も、出典を明らかにすれば自由

• 著者以外でも、論文全体の転載は理論的
には自由
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投稿規定の表記

• allowing others to download the 
material and share it (either whole or 
parts of it) with others without any 
permission as long as they credit the 
original source and indicate if changes 
were made

• but they can't use the material 
commercially

• The original source should also be 
included in the reference list, if any.
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オープンアクセスの利点

• 従来は転載願いに対して一件ごとに許可を
出していた

この手間が省ける

• 転載物に表示される転載許可が学会の裏書
きのようにとられかねない

CCライセンスでは出典からの裏書きがあるよ
うな表現は禁止されている
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PDFファイルのプロパティー
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著作権について
• 現時点では、従来通り以下の表現にしている

The publisher has the copyright of the 
articles published in the Journal.

The copyright of the article published in the 
Journal is transferred to the Publisher, the 
Editorial Office of The Japan Society of 
Smooth Muscle Research upon acceptance 
of the manuscript.

• 著者の特権はなく、著者を含めてすべての人
にCC BY-NC-NDで規定される権利が与えら
れているとの解釈
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まとめ

• CCライセンスは芸術作品など一般的なマ
テリアルを対象としている

• 学術論文とは少しなじまない点はあるが、
それも運用次第で解決できる

• 今のところ会員からの苦情はなく、問題
なく運用している
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